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大麦姻斑病菌 (PyrenophorateresDrechs.)
の分生子形成に関する研究
ⅠⅠ.近紫外光照射下における日長,培地および温度の効果
佐 藤 和 広 武 田 和 義
結 口
作物の病害抵抗性を検定するためには.接穂撫 (本病においては分生+)の確実な培養
方法を確立することが必要である.著者らは前報 (佐藤 ･武田1990)において大麦網斑病
菌 (乃ノrenOPh071alerleS)の分生子形成条件を検討し,菌糸体の伸長適温は25oCよりやや高
いこと,分生子形成には見里･原培地,V-8培地および大麦薬培地が適しており,分生子
形成の好適温度は菌株によって異なること,ブランクライト(以下BLB,東芝製,波長域
は352nm を中心に300-400nm)と白色蛍光灯 (波長域は480nmならULtに580nm を中心と
する300-760nm)の組合せによる連続照明では培養後期のBLB照射か分生子形成に有効
であることなどを報告した.
一万,0NESTROSANandBANTTARl(1969)は P.leresの分生子柄形成には310-355nm
の波長域の光を要し,分生子が取成されるには355-495nmの波長域を除くか唱期を与える
ことが必要であるとしている.このように,近紫外光が分生子柄形成を促進し,その後の
時期が分生子形成を促進するという報告はP.teres以外の病原菌においても知られている
(LEACH1961,CHARLTLE1965,LEACH1967).BLBは分生子柄形成を促進する310-355nm
と分生子形成を阻害する355-495nmの波長城を同時に含んでいるため,BLBを連続照射
すると分生子柄の形成は促進されるものの,分生子の形成は阻害されるとみられる.従っ
て,BLBの照射中に時期を挿入することでBLBによる分生子形成の阻害作用か除かれる
可能性がある.
本報においては,まず BLB照射と時期を交互に繰 り返す日長処理が分生子形成に及ぼ
す効果を調査し,好適BLB日長条件での分生子形成の経時的変化を調査するとともに分
轄_Fの熱度を揃える培養法を検討した.さらに,好適BLB日長条件での故適培養温度を
検討し,尊敬の菌株を用いて普遍的な分生子形成法として適用可能な培養条件を確立した.
本実験て使用した筒株のうち.北海道の筒殊は北海道iLT.北見農業試験場より,帆史地,打の両件は東京大学
植物病理学研究室の奥.軌博士より,カナダの簡珠はカナダ虐頗'6マニトバ試鞍場の A.Tecauz件士より
それぞれ分撫いただいた.ここに記Lて謝意を貴する.
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用いた菌株の由来を一括してTable8に示した.いずれの実験においても,病原菌は直
径9cmのプラスチック製ペ トリ皿に培地を20cc分注Ll=平面培地を用いて14日間培養し,
1ペ トリ皿を1反復とした.分生子の形成状態は実体顕微鏡によって観察し,0二無,0,5:
極微,1:微,2.少,3:中,4:多の6段階で評価した.
1.BLB開射の日長効果
実験 1 BLB日長
BLBの照射時間を1日あたr)0. i,8,12.16,23,24時rulの7段階とL,BLB日
長の差異が分生子形成に及ぼす彩饗を調査した.菌株は北海道産のKOOlならびにKIO5,
カナダ産のC102ならびにC1581の4菌株を用いた.培地は見里･原培地 (粉末酵母エキス
2g,可溶性澱粉10g,寒天15g,脱イオン水1A),V-8培地(V-8ジニ-ス200m1,CaCO,
3g,寒天15g,脱イオン水12)および大麦兼培地 (大麦菓40g,KH2PO42g,寒天15g,
脱イオン水12)の3種類を用いた.培盤温度は25oCとし,各区に3反復を設けた.
実験 2 経時的観察
実教1と同じ4菌株を V-8培地に証床して BLB12時間u長,25oCて2反復を設けて
培養し,毎日の菌体の伸長をペ トリ皿にマークして,それぞれの日に伸長した領域ごとの
分生子形成を実体扱微鏡によって観察し,分生子形成の経時的変化を調杢した.9cmのペ
ト1)皿の中央に苗床すると1週間～10日で菌糸が周辺まで伸びてしまうので,この実験で
は簡そう片をペ トリ皿のJI.端に置床Lて.より長期間にわたって歯の成長を観察できるよ
うに工夫した.
実験3 前処理および気中菌糸除去
培葺期間の前半 (1slphase)を連続暗期および BLB連続蛸射の2条件とし,培養期
間の後半 (2ndphase)は BLB12時間日長として KOOlとC102の2菌株を培養し,培登
開始後14日削こ前期と後期にそれぞれ伸長した絹地別に分生了形成畳を調査した.前期と
後期の期間区分は,Table4に示すとおり,前期を培養開始後2日目まで,4日目まで,
6日目まで,8日目まで,10日nまで,12日目までおよ(_/L'E期間 (後期は14日日までの残
りの日数)とする7処理とした.さらに,分生子形成に対する気中菌糸の除去効果 (山口
1980)を調べるために,培地上に滅蘭した膿紙を1枚敷き,その 卜に菌体を苗床 して培養
し,前期が終了した段階で嬢紙を刺維する処理 (これによって気中菌糸が除去される)を,
前記の各処理区ならびに全期間 BLB12時間H長の処理区について行い,分生了･形成を前期
と後期の伸長領域別に調査した.培港はV-8培地で行い,25oCで3反復 とした.
2.BL812時間日長における温度および培地の効果
実験4 温度および培地
実験 1と同じ4菌株を用い,温度条件を10,15,20,25および30oCの5段階に設定し,
見里.原培地 V-8培地及び大麦葉培地の3桂瀬の培地を用い,BLB12時間日長.25oCで
3反復を設けて分生子形成を調査した.
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実験5 変 温 効 果
実験4と同じ菌株と培地を用いて変温処理が分生子形成に及ぼす効果を検討した.平均
温度は25oC として温度較差を±OAC,= 21C,=4oC および±6-C に設定し.温度変化は
正弦曲線に従い明期に応札 時期に低温とLた.BLB12時間日長とし, 3反復を設けた.
実験6 菌株間差異
分生子形成に対する BLB12時FriJ[長下での温度の効果を多数の菌株で確認するために,
Table7に示す39菌株を用いて温度を25oCおよび15oC恒温ならびに25± 6c 変温:=設定
し.分tF_子形成を調准した.温度変化の設定は実景5と同様である.培地はV-8培地を用
い.2反復を設けた.
結 果 お よ び 考 察
1.BLB 開射の日長効果
実験 1のそJLぞれの培養条件における分生子形成境をTablelに示Lた,分生子形成に
対する日長処理の効果は BLB 日長12時間をど-クとして,日長が短 く,あるいは良くな
るに従って分生子形成が減少する傾向か認められた.一方,見盟 ･原培地ては分生子形成
が少ないなど,培地による差が認められT=.また,KOOl菌株は見里･児培地で分生子形成
が少なく.C102菌株は V-8培地で多い等.最遠培地は菌株によって異なり.最適 BLB 日
長についてもC1581菌株では12時間よりも短いなど,菌株によって異なった.さらに,K105
歯株の大麦葉培地のように16時間ならびに23時間日長で形成が多い場合や,C1581菌株の大
麦兼培地のように8時間日長で形成鼠が貴大である場合など,特定の菌株と培地の組合せ
によって食通 BLB El長が異なることも見出きitた.
これらの差異について分散分析を行った Table2によれば,菌株×培地×日長の三次の
交互作用が有意であり,二次の交互作用の分散のうち菌株×培地,歯株×日長が=_次の交
互作用に比べて有意であった.また,主効果のうち培地および日長の効果はそれらに関係
する二次の交互作用に比べて有恵に大きかった.
Table 1 ConidlaformatlOnOffourP.teresisolateslndifferentmedium and
differentdiurnalBLBirradiarioTltlJme
Diurna一 KOOI KIO5 C102 C1581
time(hrs) A-I 13. CH A B C A a C A B
?
?
? ?? ?? ?? ?
Mean 01 O6 09 03 10 L8 03 16 1.2
?????????
H A lllsato･haramedlum.a V 8medium.C BarlL:yleafmedlum
()'ConidlOPhoreformat10n
DegreeofconldiaorconidlOPhoreformation､0 none-j heavy
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TabJe2.Analysisofvarianceforconidlaformationoffourisolatescu一turedin
differen亡mediumanddifferen亡diurnalBLBirradia亡10ntime
Item df MS F
Isolate(A)
Medium (B)
Irradiation(C)
AxB
BxC
AxC
AxBxC
Error
??? ??…???
???? ? ? ?
??? ? ???????? ? ? ?? ? ??
?
13.34日
4650日
21.10日
6.39日
3.28日
476日
2.22日
H Comparedwith亡heerrororin亡erac亡10nSCOnCerned,signiFican亡aHhe
1%1evel
既往の報告によれば,ONESIROSANandBANTTARf(1969)は分生子柄形成には310-355
nmの波長が必安で,その後分生子の形成には355-495nmの沌il域を除くか時期処理を行
なう必要があるとしている.また,LEAC1-[(1961)は P leres と同じ不完全時代を持つ
Helminlhost)oriumolyZaeで,近紫外光が分生子柄形成を促進し,近紫外光照射後の暗期
が分生子形成を促進するとしている.
今回の実験結果においても,Tablelにみられるとおり分Jj=_子柄形成は連続時期で少な
く,BLB連続照射では多いことから,BLB照射が分生子柄形成を促進することか確認で
きた.また多くの場合,BLB連続撒射区の分生子柄形成指数は分生子形成指数よりも高く,
最適 BLB日長の分生子形成指数に近いことから,BLB連続照射の条件では分生子柄の形
成が促進されるものの,その上に分生子が十分には形成されておらず,分生子が形成さdt
るためには暗期が必要と考えられる.
今回の臭験は BLB照射と時期の 1サイクルを24時間とする日長処理であるが,LEACH
(1961)はP.teresと同じ不完全時代を有するH.07yZaeの分生子形成には同じ長さのBLB
と暗期を交互に繰 り返すサイクルの間隔か8時間以上必袈であるとしている.
本実験で明らかにされたように,P.teresは連続時期ならびに BLB連続照射でも分生
子が形成される場合があること,BLB日長 1時間ならびに23時間でも連続暗糊や BLB連
続照射.より分生子形成がかなり高まることなどから,BLB照射や時期に対する要求が H.
oTyZaeの場合ほど厳密ではないと考えられる,また,分生子形成に要する日長が菌株によ
って異なることは,宿主であるオオムギの栽培地域や作期に対応して歯が適応的に分化し
ている可能性を示唆するものである.
BLB12時間日出で1日毎の菌糸の伸長領域別にみた分生1-の形成状況(実験2)をTable
3に示した.供試した4菌株は培養の各時期において1日 (伸長した当日)ですでに分生
子柄を形成していたが,分生子は観察されなかった.培養の各時期における分生子形成は,
一般に増産初期ではやや遅れるが,それ以外の欄間ではほぼ同一の速度で行われていると
考えられた.またKIO5菌株は他の3菌株に比べて分生子形成がやや遅い傾向がみられた.
分生子形成指数の偉大値は,KOOl菌株がほぼ1程度であるのに対し,KIO5菌株では2程
皮.C102ならびにC1581の両菌株では形成指数の貴高値である4に達し,簡株によりかな
りの差が認められた.形成指数が埴大に達するまでの日数についても,KIO5ならびにC102
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TabJe3 ConidiaformationforlSOlatesofAle71eSforeachdiurnalmycelium
growthzone
Culture Orderofdiumalgrowthzonesfromthemargln
tdavs) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
(KOOl)
?
?
?
?
?
?
??
?
? ? ?
? ? ?
??
???
?
?
?
?
?
?
?
?????
?
?
????
?
???
?
?
?
??
?
???? ?? ???
?
?
?? ??
?
?? ?
?? ??? ??
?
?
?
?? ?
Mean 0 0,7 08 09
????
?
?
?
?
?
? ?? ? ?
?
?
?
??
????
?
?
?
??
?
?
???
?
?
??
? ?
?
?
?
?
? ? ? ?
?
1.0
1,0 10
0.8 10 10 1.0
?
?
?
?
?
?
LO
Mean 0 0.1 1.1 1.5 1.8 1.0
???
????
?
?
????
?
???
??
???????
?
?
??????
?
I).ConldiascorlngWasdisturbedbyaerialhyphae
Degreeofconidiaformation,0■none～4 heavy
の痢菌株では5日,KOOl歯株では6日,C1581菌株では8日と差が認められた.各菌株と
もコロニーの中心 (菌糸が最初に伸長した部分)は分生子が形成され始めても気中菌糸に
覆われてその後の分生子形成か阻害される傾向がみられるが,この気中菌糸の被覆はK105
菌株で多く,C1581菌株ては少ないなど菌株間差が認められた.
以上の結果から,薗糸が伸長してから分生子形成が開始されるまでの日数は,各蘭株と
ち,コロニーのいずれの場所でも2,3円と大差はないが,その後の分生子の増加と気中
菌糸による分生子形成阻害には菌株間差か認められ 両者が分生子の最終的な形成立に影
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Table3 (Continued)
Cu一ture
period
(days)
Orderofdiurnalgruwthzonesfromthemargin
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
(C102)
????
?
?
???
?
? ? ?
? ? ?
?
? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?
? ? ?
?
?????
?
?????
???????
?
???
??????????????
? ‥
?
?
???
?
??
?
? ?
?
?
? ?
? ?
? ?
1.7 3.0
(C1581)
?
?
?
??
? ???
40
4.0 40 -
4.0 40 40
????
???
39 4,0 40 4,0
??????
???????
???? ?? ?? ?
?
?
?
?
?
???? ?? ??
? ? ??
?
?
?
?
?
?
?
?? ?? ?? ?? ?? ?? ?
?
?
? ? ?
?
?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?
?? ?
? ? ?
????
??
???
????
?
?????
?
???
???
?
?
????????????
?
???
?? ? ?? ? ? ? ?
?? ? ?? ? ?? ? ? ?
懲していると考えられた.
分生+は菌糸が伸長して2日目からすでに形成されはじめるので,培妻期間が長い場合
には分生子の熟度が不揃いになる.そこで分生子の熟度を揃えるために同調培養(山口1980)
を試みた結果をTable4 (実験3)に示した.ちなみに,V-8培地上での25oCにおける
菌糸の日平均伸長は,KOOl菌株で5,6mm,C102両株で5.3mmで.由そう片をペ トリ皿の
中心に哉床してから府糸が机径 9cmのペ トリ皿を満たすまでには9-10日を零する.従っ
て前期の処理が10日以 ヒとなる区の大部分では,前期ですでに菌糸がペ トリ皿の外周に達
し,後期の伸長領域の分生子形成指数は調査できなかった.
Tab】e4の下段に,7<されるように,連続暗黒ならびに BLB連続照射では雨間株ともほ
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Table4.ConidiaformationofP.LereSisolatestreatedwlthchangesoflrradi-
atecondition(lst& 2Ild)andwith(+)Orwithout(-)aerial
hyphaeremoval
lPdhaays3 Isolate
ConLdark-BLB12h BLB24h-BLB12h ContBLB12h
rュst) (2nd) (lst) (2nd) 日S【& 2nd)
lst 2nd lstZ) 2ndZI Ist
? ??????? ????? lst 2nd
2 12 KOOI
CIO2
4 10 KOOI
CIO2
6 8 KOOI
CIO2
8 6 KOOI
CIO2
10 4 KOOI
CIO2
12 2 KOOI
CIO2
14 0 KOOI
CIO2
07 10 0
0 30 0
??? ???? ??????
? ?
?????????
?????? ? ?? ? ?? ?? ?
??
? ?? ??
?? ???????????? ?
??? ? ?
? ? ?
?
?
? ????? ?? ? ? ??っ ? ??????????????
? ? ?
?
? ?
???? 】 っ? ? ?????? ???
? ?
?
?
? ? ?? ー
? ‖ ?
?
?? ‖ ?
?
?
?? ? ?
?
???? ? ?
?
???????
?? ? ?
?
? ?
?
?
?
?
??
?
?
?
???? ??????? ???
? ?
?
?
?
? ?
?
?
??? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ??
Degreeofconldlafornlation10 none-4 heavy
I) AerialhyphaewasremovedattheendofLstphase
2) CulurezonecorrespondloLtSLrradiatpcondition
3) Noscorefor2ndzonebecaLlSethecolonyreachedthemarginOfpetridishwithin1st
phase
4) Wlthoutaerialhyphaeremova)
とんど分生子が形成されなかった.対照として設けTJBLB12時間日長でのKOOl南棟なら
びにC102菌株の分生子形成指数はそれぞれ1.5ならびに2.3なので,各処理区の形成指数が
これらの値よりも高ければその処風 土有効な･分生子形成法と考えられる.
KOOl南棟では後期の処理中に伸長した領城において対照よりも形成指数か人きい処理区
があるものの,前･後期の両領域とも対照より形成指数が高い処矧 まなかった,一方,C102
菌株においては,いくつかの処理区で対照区を上回る分生子形成が得られた.特に前期の
処理日数を6日間として気中菌糸の除去を行った3種類の処理では,前期ならびに後期の
痢領域の平均指数が3.0以上であった.
古田･関口 (1967)はイネいもち病菌 (Fy'ticuh2riaoryzae)の胞子形成法として,歯そ
うがペ トリ皿全面を経った段階で菌そう面を華でこすり,気中菌糸を取り除くことで熱度
の斉-な胞子を得ている.Pteresにおいても分生子の熟度を斉一にする上では25oCて10
日程度増発し(光は不要),菌糸が培地上に充分伸長してから気中菌糸を除去し,BLB12時
間日長で4日程度増車して一斉に分生子を形成させるのが効果的と思われる.Tab】e3の
各菌株の分生子形成に要する期間から判断すると,分生子を形成させるための BLB照射
は4日間で十分と考えられる.なお,前期の処理日数を10日間とする区において,C102菌
株では連続BLB12時間日長区に近い分生子形成が得られたが,KOOl簡株では実用的に利用
できる竜の分生 Fは得られなかった.従って.二の処理方法はすべての菌株に有効とは言
えない.
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2.BLB12時間日長における温度および培地の効果
BLB12時間日長下での3穐類の培地と5段階の温度における分生子形成をTable5に示
した (実験4).各菌珠の分牛イ形成に対する好適温度は,北海道産の KOOlと K105の両
菌株が25oC程度とみられるのに対し.カナダ産の C102とC1581の両菌株は,見里 ･原培
地を除けば低塩でも分生 /･形成が多い傾向がみられた.特に C102菌株では10°C でも25oC
と同じ程度の分生子が形成された.一般に,様々な菌株に短期間で分生子を形成させるた
めには25oCで培養するのが適当と考えられる.
次に実験5でlL乾山線に従って餐温処坪を与えた場合の分生子形成正をTable6に示し
た.その分散分析の結氷をTable7に示す,培地および歯株の主効果は交互作用に比べて
かなり大きいので,分生 j'･形成止は培地および菌株によって鼎なるといえる.また.変温
処f'L!_×tr,.1地の交ノI作用が和音で,刷 也によって変fntd効果が輿なり,特にV-8用地での±4
ocならびに±6oCL左が他の処Pliに比べて分生子形成が多かった.さらに,硝株×培地の交
互作用t,有意であるが,これは KIO5菌株の分仁子形成が見里･侃培地で射ることによると
みられる.
このように,これまで分生子桁成が比較的少なかったKOOl,K105の両菌株も,BLB12
時間日長でV-8培地を用い,25±6oCで培養することにより,分生子形成を増加させるこ
Table5 ConidiaformatlOnOfPte7,eSisolatesindifferenttemperatureand
mediumwith12-hourdiurnalBLBirradlation
Temperature
KOOI KIO5 C102 C1581
??? ???? ?? ? ?????????
?
?? ??
? ?
????
???? ? ???? …
??
????????? ?? ?
?????
???
Mean 0.1 07 0.6 0.3 0.8 0.8 05 2.3 2.6 0.3 1.4 1
? ??? ??? ?
1) A'Misato-haramedium.B V-8medium.C'Bar】eylearmedium
Degreeofconidiaformation,0.none～4,heavy
Table6.ConidiaformationofP,/Lu･ebisolatesindifferentmediumanddiur-
nalyvarylngtemperature
Temperature - Ⅰく001
A) B)
25土 0℃
25±2℃
25±4℃
25±6℃
KIO5 C102 C1581
????? ? ????? ??? ?????? ????????? ??????????? ??? ???????????
Mean 1.6 2.3 2.5 0.3 1.5 1.0 1.6 2.9 3.i 1.9 3.6 2
????? ?
日 A:Misato-haramedium.B:V-8medium,C.Barleyleafmedium
DegreeorconidiarormatlOl.0:none～4二heavy
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Table7.AnalystsOfvarianceforconidiaformationindifferentmediumand
diumalyvarylngtenlPerature
∫tem df MS F
Temperature(A)
Medium (B)
Isolate(C)
AxB
BxC
AXC
AXBXC
Error
??? ??? ????
??
????? ? ???? ?? ?
??
8.1日
3781日
36.39日
221■
2,94'
1.52
1.31
*, **:Comparedwiththeinteractionsconcerned,significantatthe5%and
l%levels,respectlVely.
とが可能になった.Table6によれば練武菌株の範囲では V-8培地て-±4oCあるいは±
6c の変温条件が最も分生子形成が多いとみられる.
実験6で米艦および特徴の異なる合計39の菌株をⅤ-8培地で15oC恒温,25oC恒温およ
び25±6oC変温の3条件で培養し,分生子形成を調査した結果を Table8に示す.各処
理区の分生子形成指数を菌株平均値でみると,15oC恒温区が0.6であるのに対し,25c 恒
温区が2.3,25±6oC変温区が26と顕著な差が認められた.また,分生子形成指数が実用
的に使用可能な2以上の菌株は25oC恒温区では29菌株であるのに対して25±6oC変温区で
は34菌株で,より多くの菌株に分生子を形成させるためにはI恒温よりも変温の方が好適で
あることが示された.
一万,15c 恒温区ではほとんどの菌株で分生子形成指数がl以下であったが,カナダ産
の5菌株ではいずれも1.5以上,菌株によっては3.5に達し,また,埼玉県産の 1菌株も3
て･あった,これらの事実は分生子形成の温度反応が薗珠によって異なることを示しており,
菌株の適応的分化を解析するうえで興味深い.
LEACH(1967)は, 6種軸の菌を胞子形成条件により二つに区分している.その一つは高
温と近紫外光によって分生子柄が形成さiLる('inductrivephase"と,低温によって分生子
が形成される({terminalphase"(ここでは近紫外光と青色光が阻害的に働く)の2つの相
(phase)を持つ‖DiurnalSpolulators"であり,もう一つは明確を相を持たず.低温と近紫
外光で胞子が形成され 照射後の時期で形成171が増加する "Constant Temperature
Spolu亡a亡ors"てある.P.leresと同一の不完全時代を有するHelminlhosporiumcalenarium
は後者に属しているが,今回供試したP.leresは,BLB連続照射よりもBLB12時間E]長
で分生子形成が多いこと,ならびに変温処理が有効であることから,むしろtDiumal
Spolulators"の範噂に区分されると考えられた.
以上のことから.P.leγesの分生子を形成させるより普遍的な条件としては,V-8培地
を用い､BLB12時間雌明,25oC±6oCの変温条件で培養するのが適当と考えられた.
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Table8,ConidiaformationforisolatesofPLeresjnthreecultureconditions
Conidiaformationat
coHection type type 25±0℃ 25±6■c l5±0℃Isolate Country P]aceof Barley Symptom
KOOI Japan Kltami Spring
KOO2 JJ ∫/ JJ
KOO3 〝 〝 〝
KOO4 J/ 〝 〝
KOO5 〝 〝 //
KOO6 〝 〝 JJ
KOO7 〝 〝 〝
KOO8 〝 〝 〝
KOO9 〝 〝 //
KOIO JJ ∫/ 〝
KIOl 〝 Abashiri ∫/
K102 /J 〝 〝
K103 〝 / 〝
K104 〝 ノノ 〝
KIO5 〝
KIO6 〝
KIO7 〝
K108 〝
KllO JJ
Klll 〝
K112 〝
Kl13 〝
K115 JJ
K116 〝
Kl17 JJ
Kl18 〝
/J //
1日- IHI
∫/ /∫
り H
JJ //
Hr Jl
H り
/ /∫
ノJ ノJ
∫/ //
∫/ //
/ ノノ
K119 JJ /ノ 〝
K120 〝 〝 〝
K121 〝 〝 〝
K122 〝 /ノ 〝
C102 Canadal)Saskachewan Jノ
C857 〝 〝 J/
C1566 〝 〝 〝
C1581 〝 Alberta 〝
C1607 〝 〝 〝
C1679 JJ Manitoba Jノ
Pt860514 Japan2) lbaragi Winter
Pt870418 〝 Chiba 〝
Pt870426 〝 Saitama //
Mean
㌍
?
??
〞?
??
〞
?
?
?
?
?
??
?
??
?
??
?
?
?
?????
? ? ? ?
?
㌍
????
??? ??? ????????????? ? ? ? ?????????????? ?…
? ?
??
?
???????????? ? ???????????????????
?
?
??? ? ?? ??? ?? ? ?? ?
?
?????????????????????????????????
?
?
2.3 2.6 0.6
】), 2):IsolatesfromDr.Tecauz,AgrCanadaandDr.Oku.Univ.ofTokyo,
respectlVely
Degreeofconidiaformation,0●none～4 heavy
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摘 要
北海道,関東およびカナダで採取した大麦網斑病菌 (iyrenopho7,aleres)を供試し,分
生子形成に及ぼす近紫外光 (BLB)照射のR長効果,BLB日長処理条件下での培地 気中
菌糸の除去および温度処理の効果を検討した.結果の概算は以下のとおりである.
1)分生子形成に対する最適 BLB 日長は菌株によって多少異なったが,平均的には12
時間か段通とみられ,日長が長 くあるいは短 くなるに従って分生子形成か減少する傾向が
示された.
2)BLB12時間日長で分生子形成を緯時的に調査した結果,供試 4菌株のいずれにおい
ても菌糸か伸長した2,3日後に分生子か形成され始めるが,分生子形成の畏ならびに速
度には菌株問責が認められた.また,コロニーの中心部が菌糸に被狸されることによって
分生子の形成が阻害される程度にも菌株間差か認められた.
3)分牛子形成に対する気中菌糸の除去効果は菌株によって異なった.
4)4菌株を10-30oCで培巷 した結果,BLB12時間照明での分生子形成に対する適温は
25oC柿度とみられるが,カナダの2菌株においては10oCおよび15oCの低温においても多
-1lfの分生子が形成された.
5)25oCを中心とする0-±6oCの変温処理を行った結果,25oC±4oCないし±6oC
の変温処理で分生子形成が増加 した.さらに.39菌株を15oC恒温.25oC恒温ならびに25±
6oCで培養したところ,カナダの菌株などいくつかの菌株では15oC恒温条件でも分生子が
よく形成されたが,一般的には25±6DCで澱も分生子形成が多かった.
6)以上の結果,多様な蘭株に安定して分生子を形成させるためには,V-8培地を用い,
BLB12時間照明,25oC=6oCの変温条件で培巷するのが適当と考えられた,
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StudiesontheConidiaFormationofPyrenophorateresDrechs.
II.Effectsofday-length,medium andtemperatllre
undernear-ultravioletradiation
KazuhiroSATOandKazuyoshiTAKEDA
Summary
lnsomefungalpathogens,SporuLationisintroducedbynear-uJtravioletirradiatlOn
anddarkness.SATOandTAIくEDA(1990)reportedthattheirradiationoEnear-ultraviolet
Hght(BLB)andwhitefluorescent)ightwaseffectiveforconidiophoreformation,
whereasotherfactorswerenecessaryforabundantconidiaformation.Theeffectsof
diurnalBLBirradiationanddarkness,medium,aerialhyphaeremovalandtempera-
tureforthesporulationofP.lereswereexaminedusingisolatesfrom Canadaand
Japan.
1)Whenfourisolateswereculturedjnthreeklndsofmediaat25oC,theaverage
sporulationwasthegreatestunderadiurna一12-hourBLBirradiationandreduced
gradualywithextenlionorreductionintheBLBirradiat10nPeriod.However,the
optimumdiurnalBLBirradiationperiodforthesporulationwasdifferentamongthe
fotIrisolates.
2)Afterthemyceliumwasformedineachdiurnalgrowingzone,thesporuLatlon
beganalmost2or3dayslater,whenisolateswerecu】turedfor14daysLIndera12
-hourBLBirradiationat25oC,whilethemaximumscoreofsporuLat10nandthelength
oftimefromthebeginningtothemaximumsporu】a亡ionwerediFFerenLamongLhefour
isolates･Adifferencealsoexistedforthepreventionofsporu】ationbyaeria一hyphae
intheolderculturezone.
3)Theeffectforthesporulationbyaerialhyphaeremova]wasdifferentamongthe
four.isolates.
4)TheoptimumtemperatureforthesporLl】ationwasaroLInd25dCunderadiurnal
12-hourBLBirradiation,whiletwoCanadianisolatesalsosporu】atedfairlyweHat10
oCor115c.
5)TwoisolatesfromHokkaidosporulatedfairlywelwiththediurnalvariationof
temperature,Among39isolates,thediurnalvariationoftemperatureunderadiurnal
12-hourBLBirradiationhadapositiveeffectforthesporulation,andFair一ygood
sporulationwasobservedbylowtemperaturetreatmentinsomeCanadianisola亡esand
aJapaneseisolate.
6)Asthegeneralculturemethodforthesporulationofvar10uSISOlatesofP,teres,
isolatesshouldbeculturedonV-8nlediumat25±60Cunderadiurnal12-hourBLB
irradiation.
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